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「
志
木
第
九
の
会
」
は
、
第
十
七
回

定
期
演
奏
会 

で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
「
ミ
サ
曲
ハ
長
調
」
と
「
交
響
曲
第

九
番
」
を
公
演
す
る
。

　
ミ
サ
曲
・
作
品
86
は
、
神
に
呼
び
掛

け
る
キ
リ
エ
に
始
ま
り
、
神
を
賛
美
す

る
グ
ロ
ー
リ
ア
、
神
に
感
謝
す
る
サ
ン

ク
ト
ス
へ
と
続
く
。
敬
虔
な
合
唱
曲
で
、

演
奏
時
間
は
約
五
十
分
。

　
交
響
曲
第
九
番
「
合
唱
付
」（
ニ
短
調

作
品125

）
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
傑

作
の
一
つ
で
、
大
規
模
な
編
成
を
も
ち
、

演
奏
時
間
は
一
時
間
を
超
え
る
。

　

こ
の
交
響
曲
が
完
成
し
た
の
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
五
十
五
才
の
と
き

（1824

年
、
亡
く
な
る
三
年
前
）
で
、
後
期
の

彼
の
作
品
に
は
、
光
と
と
も
に
影
が
映

し
出
さ
れ
、
歓
喜
と
神
へ
の
感
謝
に
充

ち
て
い
る
。

　

幽
玄
な
弱
音
部
と
壮
絶
な
ト
ゥ
ッ

テ
ィ
（
全
奏
者
の
合
奏
）
が
交
錯
す
る
第
一

楽
章
、
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
第
二
楽
章
、
弦

が
美
し
い
旋
律
を
導
き
出
す
第
三
楽

章
、
続
く
最
終
楽
章
で
は
、
独
創
性
が

溢
れ
た
「
歓
喜
」
の
声
唱
に
よ
っ
て
結

ぶ
、
と
い
う
比
類
の
無
い
、
偉
大
な
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
を
創
り
上
げ
た
。

　
シ
ラ
ー
の
詩
「
自
由
賛
歌
」
は
・
・
・

　
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
直
後
、
ラ
・
マ
ル

セ
イ
エ
ー
ズ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
、
ド
イ

ツ
の
学
生
た
ち
に
歌
わ
れ
て
い
た
。
こ

の
詩
が
書
き
直
さ
れ
て
「
歓
喜
に
寄
せ

て
」（An die Freude 1785

年
初
稿
）
と

な
り
、
交
響
曲
・
第
九
番
で
は
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
こ
れ
を
三
分
の
一
の
長

さ
に
翻
案
し
て
合
唱
曲
に
使
っ
た
。

　
冒
頭
で
バ
リ
ト
ン
歌
手
が
歌
う
、「O

 
Freunde, nicht diese Töne !

」は
、

シ
ラ
ー
の
原
詩
に
は
な
い
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
自
ら
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
楽
章
は
・
・
・

A
llegro m

a non troppo, un 
poco m

aestoso

（
ア
レ
ッ
グ
ロ
だ
が
速
過

ぎ
ぬ
よ
う
に
、
少
し
威
厳
を
も
っ
て
） 

ニ
短
調
、

ソ
ナ
タ
形
式
（
序
奏
、
提
示
、
展
開
、
再
現
、

終
尾
部
を
も
つ
形
式
）。
演
奏
時
間
は
約
十
五
分
。

　
革
新
的
な
楽
章
で
、
弦
楽
器
の
ト
レ

モ
ロ
（
同
音
を
小
刻
み
に
反
復
）
と
ホ
ル
ン

の
持
続
音
で
始
ま
る
と
、
調
性
・
長
短

が
不
明
で
断
片
的
な
動
機
が
、
空
虚
五

度
（
三
番
目
の
和
音
を
欠
く
）
の
和
音
で
提

示
さ
れ
、
発
展
し
て
第
一
主
題
と
な
る
。

第
一
主
題
は
、
ニ
音
と
イ
音
に
よ
る
完

全
五
度
を
骨
格
と
し
た
力
強
い
主
題

で
、
始
め
に
主
調
の
ニ
短
調
で
冒
頭
の

部
分
が
リ
ピ
ー
ト
さ
れ
、
二
度
目
に
は

変
ロ
長
調
で
現
れ
る
が
、
直
ぐ
主
調
に

戻
っ
て
強
奏
で
定
着
す
る
。

　
第
二
主
題
の
導
入
部
は
、
終
楽
章
で

唱
わ
れ
る
「
歓
喜
」
の
主
題
を
暗
示
す

る
優
し
い
も
の
で
変
ロ
長
調
、
こ
れ
を

引
き
継
い
だ
コ
デ
ッ
タ
（
小
さ
い
結
尾
）
は

長
調
で
展
開
さ
れ
る
が
、
弦
と
木
管
の

応
答
部
分
で
は
、
同
じ
フ
レ
ー
ズ
が
短

調
と
長
調
で
交
互
に
繰
り
返
さ
れ
る
。

　
展
開
部
で
は
、
再
び
冒
頭
の
和
音
で

始
ま
る
が
、
直
ぐ
短
調
と
な
り
、
第
一

主
題
が
提
示
部
と
同
じ
長
さ
の
変
奏
で

展
開
さ
れ
る
。

　
続
い
て
、
冒
頭
の
和
音
と
主
題
がff

（fortissim
o.

フ
ォ
ル
テ
よ
り
大
き
く
）
の
全
奏

で
再
現
さ
れ
、最
高
点
に
達
す
る
。
テ
ィ

ン
パ
ニ
もff

の
ロ
ー
ル
（
持
続
打
）
を
持

続
し
な
が
ら
主
題
の
モ
テ
ィ
ー
フ（
動
機
）

の
強
打
に
加
わ
っ
て
、
圧
巻
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
と
な
る
。

　
優
し
い
第
二
主
題
も
戻
る
が
、
直
ぐ

ニ
短
調
と
な
り
、
以
後
は
短
調
で
激
し

い
展
開
と
な
る
。
コ
ー
ダ（coda.

終
結
部
）

は
半
音
階
を
滑
り
落
ち
る
よ
う
な
、
不

気
味
な
オ
ス
テ
ィ
ナ
ー
ト
（
執
拗
な
音
型

の
反
復
）
に
導
か
れ
、
そ
れ
に
全
弦
が
誘

い
込
ま
れ
て
全
奏
と
な
り
、
第
一
主
題

の
ユ
ニ
ゾ
ン
（
同
一
音
）
で
終
わ
る
。

　
第
二
楽
章

　
M

olto vivace       
　
　
（vivace 

よ
り
早
く
）

＝
ニ
短
調   Presto

＝
ニ
長
調　

 M
olto 

vivace Presto 

（
最

も
速
い
テ
ン
ポ
で
）
＝    

⇨ 

右
下
段
に
続
く

⇨
上
段
か
ら　

複
合
三
部
形
式
の

scherzo

（「
諧
謔
曲
」、イ
タ
リ
ア
語
で
「
冗

談
」
の
こ
と
）
で
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
部
分

は
ソ
ナ
タ
形
式
。
演
奏
時
間
は
約
十
二
分
。

　
前
楽
章
を
受
け
継
ぐ
よ
う
に
、
弦
楽

器
の
ユ
ニ
ゾ
ン
と
テ
ィ
ン
パ
ニ
の
序
奏

で
は
、
主
和
音
の
降
下
が
現
れ
る
。F

音
（
和
名
は
「
へ
」）
の
オ
ク
タ
ー
ブ
に
調

律
さ
れ
た
テ
ィ
ン
パ
ニ
を
使
い
、
こ
の

基
本
動
機
は
ス
ケ
ル
ツ
ォ
部
分
で
支
配

的
と
な
る
。

　
提
示
部
で
は
始
め
に
こ
の
動
機
を
も

つ
第
一
主
題
が
素
早
く
出
現
し
、
増
幅

さ
れ
て
全
奏
と
な
る
。
第
二
主
題
に
移

り
、
展
開
部
で
は
テ
ィ
ン
パ
ニ
が
活
躍

し
て
見
せ
場
と
な
る
（
こ
の
楽
章
は
し
ば

し
ば
「
テ
ィ
ン
パ
ニ
協
奏
曲
」
と
呼
ば
れ
る
）。

　
再
現
部
は
オ
ク
タ
ー
ブ
の
主
動
機
を

テ
ィ
ン
パ
ニ
が
連
打
し
な
が
ら
導
か
れ

る
。
中
間
部
（
ト
リ
オ
）
の
旋
律
も
、
第

四
楽
章
の
歓
喜
の
主
題
を
予
感
さ
せ
、

速
め
ら
れ
て
プ
レ
ス
ト
と
な
る
。
オ
ー

ボ
エ
で
主
題
が
提
示
さ
れ
、
弦
楽
器
群

の
フ
ー
ガ
風
の
旋
律
を
経
て
ホ
ル
ン
が

同
じ
主
題
を
提
示
す
る
。
木
管
楽
器
群

の
主
題
提
示
の
後
、
全
合
奏
で
主
題
が

演
奏
さ
れ
る
。

　
三
部
形
式
後
半
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
は
前

半
の
リ
ピ
ー
ト
だ
が
、
突
然
中
間
部
の

旋
律
が
出
現
し
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
最
終

部
分
で
締
め
括
ら
れ
る
。

　
第
三
楽
章

Adagio m
olto e cantabile 

（
特

に
ゆ
っ
く
り
、
そ
し
て
歌
う
よ
う
に
）
変
ロ

長
調  -  Andante m

oderato 

（
中

位
の
歩
く
速
さ
で
）
ニ
長
調 - Tem

po 
prim

o

（
曲
の
頭
の
速
さ
に
戻
っ
て
）
変
ロ

長
調- Andante m

oderato 

ト
長

調 - Tem
po I (prim

o) 

変
ホ
長
調 - 

Stesso tem
po

（
テ
ム
ポ
を
変
え
ず
に
）
変

ロ
長
調
。
演
奏
時
間
は
約
十
五
分
。

　
二
つ
の
主
題
が
交
互
に
現
れ
る
変
奏

曲
、
一
種
の
ロ
ン
ド
形
式
、
ま
た
展
開

部
を
欠
く
ソ
ナ
タ
形
式
と
も
い
え
る
。

　
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
緩
徐
楽
章
で
、
拍

子
、
調
性
、
テ
ン
ポ
を
変
え
、
木
管
の

短
い
導
入
部
の
の
ち
、
第
一
主
題
を
第

1
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
静
か
に
歌
う
。
第

二
主
題
は
４
分
の
３
拍
子
の
ア
ン
ダ
ン

テ
・
モ
デ
ラ
ー
ト
に
変
わ
り
、
続
く
第

一
主
題
の
変
奏
の
後
、

木
管
に
よ
る
第
二
主

題
の
変
奏
が
続
く
。

　
８
分
の
12
拍
子
と

な
り
、
大
き
な
動
き

と
な
り
、
長
さ
も
倍

加
す
る
。
末
尾
で
は
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
と

も
に
管
楽
器
が
鋭
い

歓
声
を
あ
げ
、
弦
楽

器
が
応
え
て
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
と
な
る
。

し
か
し
す
ぐ
、
も
と

の
安
ら
ぎ
と
静
け
さ

を
取
り
戻
し
て
静
か

に
終
結
に
向
か
う
。

　
第
四
楽
章　
　
演
奏
時
間
は
約
二
十
五
分
。

　
管
弦
楽
が
前
の
三
楽
章
を
回
想
す
る

と
、
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
（
朗
唱
）
が
否

定
し
て
歓
喜
の
歌
が
提
示
さ
れ
、
つ
い

に
声
楽
が
導
入
さ
れ
て
大
合
唱
に
至
る

と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
変
奏
曲

の
一
種
と
見
ら
れ
る
が
、
展
開
部
を
欠

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

交
響
曲
第
九
番
《
合
唱
付
き
》

　第１２回定期演奏会
ベートーベン：交響曲第九番    2007 年２月４日（日）
                                志木市市民会館パルシティ

く
ソ
ナ
タ
形
式
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

　

"Freude, schöner G
ötterfunken"

が
第
一
主
題
、"Ihr, stürzt nieder"

が
第
二
主
題
、Allegro energico, 

sem
pre ben m

arcato

（
速
く
、
精
力

的
に
、常
に
一
音
づ
つ
は
っ
き
り
と
）が
再
現
部
。

Presto / Recitativo 

ニ
短
調
。

　
管
楽
器
の
強
烈
な
不
協
和
音
で
始
ま

る
が
、直
ぐ
低
弦
（
チ
ェ
ロ
と
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）

のrecitativo

が
こ
れ
に
答
え
る
。

Allegro m
a non troppo 

ニ
短
調

　
管
弦
楽
が
第
一
楽
章
の
冒
頭
を
奏
す

る
と
、低
弦
のrecitativo

が
答
え
る
。

Vivace

（
活
発
に
、
速
く
） 

ニ
短
調 

　
第
二
楽
章
の
主
題
が
木
管
で
提
示
さ

れ
る
が
、
再
び
低
弦
のrecitativo

に

中
断
さ
れ
る
。

Adagio cantabile 

変
ロ
長
調 

　

第
三
楽
章
を
木
管
が
回
想
す
る
が
、

低
弦
のrecitativo

に
中
断
さ
れ
る
。

Allegro assai 

（
非
常
に
速
く
）
ニ
長
調 

　
管
楽
器
が
、
新
し
い
動
機
（
前
の
三
つ

の
楽
章
で
断
片
的
に
姿
を
見
せ
て
い
た
動
機
で

も
あ
る
）
を
提
示
す
る
と
、
低
弦
は
生

き
生
き
と
し
た
調
子
に
変
わ
り
、
他
の

楽
器
群
も
応
答
す
る
。
や
が
て
低
弦
が

静
か
に
第
一
主
題
（「
歓
喜
」
の
主
題
）
を

奏
し
初
め
て
、ヴ
ィ
オ
ラ
が
続
き
、フ
ァ

ゴ
ッ
ト
と
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
対
す
る
旋

律
が
こ
れ
を
支
え
る
。
歓
喜
の
主
題
は

第
１
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
渡
さ
れ
、
四
声

の
対
位
法
（
複
数
の
旋
律
を
、
各
声
部
が
独
立

性
を
も
つ
作
曲
法
）
に
よ
っ
て
豊
か
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
織
り
成
さ
れ
る
。
管
楽
器
に

旋
律
が
渡
さ
れ
、
全
管
弦
楽
で
輝
き
に

充
ち
て
歌
い
上
げ
ら
れ
る
。

Presto/Recitativo

　

"O
 Freunde"

　

再
び
冒
頭
部
の
厳
し
い
不
協
和
音

が
、
今
度
は
管
弦
楽
の
全
奏
で
演

奏
さ
れ
る
。
バ
リ
ト
ン
独
唱
が
低

弦
のrecitativo

と
同
じ
旋
律
の

recitativo

で"O
 Freunde, nicht 

diese Töne!"

と
歌
う
。
こ
こ
で
初

　

志
木
第
九
の
会

　

第
十
七
回 

定
期
演
奏
会

 

　

平
成
27
年
10
月
18
日
（
日
）　

開
演
：
２
時

 

和
光
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー 

サ
ン
ア
ゼ
リ
ア
大
ホ
ー
ル

 

　

音
楽
監
督
・
三
澤
洋
史
さ
ん
の

 

　

演
奏
曲
目
に
寄
せ
る
お
話
：
１
時
30
分
よ
り

　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

　
　
　
ミ
サ
曲
ハ
長
調

　
　
　
交
響
曲
第
九
番
《
合
唱
付
き
》

　	

管
弦
楽
：
東
京
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
管
弦
楽
団

 
 

指
揮
：
三
澤 
洋
史

　
　
　
　
　

ソ
プ
ラ
ノ
：
黒
澤
明
子 

ア
ル
ト
：
松
浦 

麗

 
 　

テ
ノ
ー
ル
：
岩
本 
識 

バ
ス
：
大
森
い
ち
え
い

　

Ludw
ig van Beethoven　

           

　
　
　
　
　
（1770

〜1827

）

　
「
楽
聖
」と
も
呼
ば
れ
、そ
の
作
品
は
、

古
典
派
音
楽
の
集
大
成
か
つ
ロ
マ
ン
派

音
楽
の
先
駆
け
と
さ
れ
る
。
音
楽
史
上

極
め
て
重
要
な
作
曲
家
で
あ
る
。
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本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、各
五
日
）
発
行
。

め
て
、
冒
頭
か
ら
繰
り
返
さ
れ
た
低
弦

のrecitativo

は
、
第
一
～
三
楽
章
ま

で
の
音
楽
の
否
定
の
意
味
を
も
つ
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。

Allegro assai 

ニ
長
調 

　

"Freude, schöner G
ötterfunken"

　

Freude !

の
声
を
バ
リ
ト
ン
独
唱
と
合

唱
の
バ
ス
（
し
ば
し
ば
テ
ノ
ー
ル
も
）
が
掛

け
合
う
と
、
バ
リ
ト
ン
独
唱
に
よ
っ
て

"Freude, schöner Götterfunken"

の
歌
が
開
始
さ
れ
る
。
旋
律
後
半
部
を

合
唱
が
リ
ピ
ー
ト
す
る
形
で
続
く
。
独

唱
は
四
人
と
な
り
、
旋
律
後
半
部
を
合

唱
が
リ
ピ
ー
ト
す
る
。

Alla m
arcia

（
行
進
曲
風
に
） Allegro 

assai vivace 

変
ロ
長
調 

　

"Froh, w
ie seine Sonnen"

　
行
進
曲
と
な
り
、
沈
黙
を
守
っ
て
い

た
打
楽
器
群
が
弱
音
で
鳴
り
始
め
て

次
第
に
音
量
を
増
し
、
管
楽
器
が
「
歓

喜
」
の
主
題
を
変
奏
す
る
。
続
い
て
、

テ
ノ
ー
ル
独
唱
が
「
歓
喜
」
の
主
題
の

変
奏
の
旋
律
で"Froh, w

ie seine 
Sonnen"

と
、「
神
の
計
画
」
を
歌
い
、

そ
れ
に
男
声
三
部
合
唱
（
第
一
テ
ノ
ー
ル
・

第
二
テ
ノ
ー
ル
・
バ
ス
）
が
続
き
、
管
弦
楽

の
伴
奏
が
力
強
く
入
っ
て
頂
点
を
作
る
。

　

シ
ン
バ
ル
や
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と

い
っ
た
ト
ル
コ
起
源
の
打
楽
器
が
使
わ

れ
て
い
る
が
、
本
来
の
ト
ル
コ
音
楽
と

は
か
け
離
れ
て
い
る
。

　
高
ら
か
な
男
声
合
唱
の
余
勢
を
受
け

て
、
管
弦
楽
の
み
に
よ
る
ス
ケ
ル
ツ
ォ

風
フ
ガ
ー
ト
（
フ
ー
ガ
技
法
の
経
過
句
）
の

間
奏
が
力
強
く
奏
さ
れ
、全
合
唱
が「
歓

喜
」
の
主
題
と
最
初
の
歌
詞
を
総
括
的

に
歌
う
。

Andante m
aestoso 

（
歩
く
速
さ
で
荘

厳
に
）
ト
長
調 

2
分
の
３
拍
子

　

"Seid um
schlungen, M

illionen!"

　
初
め
て
登
場
す
る
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の

旋
律
を
な
ぞ
り
な
が
ら
「
抱
擁
」
の
詩

が
合
唱
に
よ
り
、
中
世
の
宗
教
音
楽
の

よ
う
に
荘
重
に
歌
わ
れ
る
。

　
　

歓よ
ろ
喜こ
び
に
寄
せ
て

　
　
　
＝
合
唱
曲
の
大
意
＝

友
よ
！　
歓
喜
に
満
ち
溢
れ
た

　
詩う

歌た

を
朗
々
と
唱う

た
お
う
で
は
な
い
か

歓
喜
よ
、
神
々
し
い
霊
感
に
よ
っ
て

　
天
上
の
楽
園
の
乙
女
よ
！

　
我
ら
は
酔
い
し
れ
て
天
に
上
ろ
う

時
が
流
れ
て
離
れ
ば
な
れ
の
人
々
も

　
神
の
魔
力
で
兄
弟
に
な
る
！

　
ミ
サ
曲
の
由
来

　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
祭
典
儀
礼
と
し

て
、
ミ
サ
（
感
謝
祭
儀
）
は
重
要
で
あ

る
が
、
朗
誦
さ
れ
た
典
礼
文
が
基
盤

と
な
っ
て
多
声
の
「
ミ
サ
曲
」
が
作

曲
さ
れ
た
。
ミ
サ
曲
に
は
典
礼
文
の

テ
キ
ス
ト
が
使
わ
れ
る
の
で
、
作
曲

さ
れ
た
時
代
背
景
が
異
な
っ
て
も
、

歌
詞
は
変
わ
ら
な
い
。

　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
『
ミ
サ
曲
』
ハ
長

調op.86

は
、彼
の
壮
年
期
の
作
品
で
、

交
響
曲
第
五
番
が
完
成
し
た
こ
ろ
の
作

品
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
の
『
ミ

サ
曲
』
と
し
て
は
意
欲
作
で
、
斬
新

な
作
品
だ
っ
た
。

　

1807

年
、
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
侯
爵

一
家
が
避
暑
に
来
て
い
た
ア
イ
ゼ
ン

シ
ュ
タ
ッ
ト
候
の
居
城（
ベ
ル
ク
教
会
）

で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
の
指
揮
で

行
わ
れ
た
。

　

ミ
サ
曲
の
構
成
は
・
・
・

　
キ
リ
エ
＝
あ
わ
れ
み
の
賛
歌

「
我
を
憐
れ
み
た
ま
え
」
と
神
に
呼
び

か
け
る
も
の
で
、
ハ
長
調
と
い
う
明
る

い
調
性
を
も
つ
。
少
し
も
自
虐
性
の

な
い
、
純
真
無
垢
な
心
の
発
露
と
言

う
べ
き
曲
想
に
満
ち
て
い
る
。

　
グ
ロ
ー
リ
ア
＝
栄
光
の
賛
歌

神
を
讃
美
す
る
力
強
い
合
唱
で
始
ま

り
、
テ
ノ
ー
ル
・
ソ
ロ
の
荘
厳
な
感
謝

の
歌
へ
、次
い
で
テ
ン
ポ
が
遅
く
な
り
、

ア
ル
ト
の
ソ
ロ
が
「
我
ら
を
憐
れ
み
願

い
を
聞
き
入
れ
た
ま
え
」
と
歌
う
。

コ
ー
ラ
ス
の
応
唱
は
感
動
的
で
、「
主

の
み
聖
な
り
、
主
の
み
王
な
り
」
の

歌
詞
に
至
る
と
、
壮
麗
な
フ
ー
ガ
が

展
開
さ
れ
、
迫
力
を
も
っ
た
「
ア
ー

メ
ン
」
の
合
唱
と
な
る
。

　
ク
レ
ド
＝
信
仰
宣
言=

信
条

使
徒
の
信
条
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て

の
最
も
基
本
的
な
認
識
）
を
述
べ
る
曲

で
、「
唯
一
の
神
、
全
能
の
父
を
我

ら
は
信
ず
る
」
と
い
う
歌
詞
が
鋭
く

発
信
さ
れ
、
確
信
に
満
ち
て
、
光
に

満
ち
た
調
子
と
な
る
。

「
神
よ
り
の
神
、
光
よ
り
の
光
」
の

辺
り
で
は
、
現
代
的
な
リ
ズ
ム
と
強

弱
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
ス
リ

リ
ン
グ
な
音
楽
が
展
開
さ
れ
る
。

中
間
で
ア
ダ
ー
ジ
ョ
と
な
っ
て
、
キ

リ
ス
ト
の
降
誕
と
受
難
の
経い

き
緯さ

つ
が
沁

み
沁
み
と
、
し
か
も
劇
的
に
歌
わ
れ

る
。
始
め
の
テ
ン
ポ
に
戻
っ
て
、
バ

ス
が
キ
リ
ス
ト
の
復
活
と
勝
利
を
歌

う
。
緊
密
な
感
覚
の
下
に
、
終
盤
で

信
仰
の
告
白
に
至
る
。

　
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
＝
感
謝
の
賛
歌

神
に
感
謝
す
る
讃
歌
。
第
一
部
は
晴

れ
や
か
な
透
明
感
を
も
っ
た
合
唱
で

開
始
さ
れ
る
。「
主
の
栄
光
は
天
地

に
満
つ
」
か
ら
ア
レ
グ
ロ
と
な
り
、

「
ホ
ザ
ン
ナ
＝
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
＝
わ
た
し

た
ち
に
救
い
を
）」
の
歌
詞
が
高
ら
か

に
鳴
り
響
く
。

第
二
部
で
は
、
独
唱
の
四
人
が
歌
う

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
（
祝
福
が
あ
る
よ

う
に
）
が
、
全
曲
中
最
も
心
に
沁
み

る
美
し
い
歌
唱
と
い
わ
れ
る
。
最
後

に
短
い
フ
ー
ガ
と
な
っ
て
、
決
然
と

し
た
結
尾
を
迎
え
る
。

　
ア
ニ
ュ
ス
・
デ
イ
＝
平
和
の
賛
歌

「
神
の
小
羊
、
世
の
罪
を
除
き
た
も

う
主
よ
、
我
ら
を
憐
れ
み
、
平
安
を

与
え
た
ま
え
」
と
歌
わ
れ
る
最
後
の

章
は
、
重
々
し
く
深
刻
な
調
子
で
開

始
さ
れ
な
が
ら
、
次
第
に
晴
れ
や
か

な
ハ
長
調
の
世
界
が
現
わ
れ
、「
ミ

ゼ
レ
ー
レ
」（
憐
れ
み
た
ま
え
）
が
つ

ぶ
や
か
れ
る
独
創
的
部
分
を
経
て
、

最
終
的
に
は
冒
頭
の
キ
リ
エ
の
テ
ー

マ
に
帰
る
。
こ
こ
で
、
ミ
サ
曲
と
い

う
形
式
を
通
じ
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

が
真
に
「
平
安
」
を
求
め
る
人
間
の

あ
り
方
を
表
現
し
た
こ
と
が
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　
ミ
サ
曲
ハ
長
調 

作
品
86

A
dagio m

a non troppo, m
a 

divoto 

（
ア
ダ
ー
ジ
オ
だ
が
、
速
過
ぎ
ぬ
よ
う
、

そ
し
て
信
仰
深
く
敬
虔
に
）
変
ロ
長
調 

２
分

の
３
拍
子
で

　

"Ihr, stürzt nieder"　
「
創
造
主

の
予
感
」
が
引
き
続
き
歌
わ
れ
る
。

Allegro energico, sem
pre ben 

m
arcato 

ニ
長
調 

４
分
の
６
拍
子

　

"Freude, schöner G
ötterfunken" / 

"Seid um
schlungen, M

illionen!"

　
「
歓
喜
の
歌
」の
旋
律
に
よ
る「
歓
喜
」

と「
抱
擁
」の
二
つ
の
歌
詞
が
二
重
フ
ー

ガ
（
主
題
が
二
つ
の
フ
ー
ガ
で
、
二
つ
の
主
題
が

登
場
し
た
の
ち
組
合
わ
さ
れ
る
）
で
展
開
さ
れ

る
。
註
：「fuga, 
フ
ー
ガ
」は
遁
走
曲
と
訳
さ
れ
、

対
位
法
を
主
体
と
す
る
楽
曲
形
式
の
一
つ
。

Allegro energico, sem
pre ben 

m
arcato 

ニ
長
調 

　

"Freude, schöner G
ötterfunken" / 

"Seid um
schlungen, M

illionen!"

　
「
歓
喜
の
歌
」
の
旋
律
に
よ
る
歓
喜

と
抱
擁
の
二
つ
の
歌
詞
が
二
重
フ
ー
ガ

で
展
開
さ
れ
る
。

Allegro m
a non tanto 

（
ア
レ
ッ
グ

ロ
だ
が
速
過
ぎ
ぬ
よ
う
に
）
ニ
長
調 

  "Freude, Tochter aus Elysium
!"

　
独
唱
四
人
で
、
第
一
の
「
歓
喜
」
の

歌
詞
を
フ
ー
ガ
風
に
歌
う
。
こ
こ
に
合

唱
が
入
っ
て
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
と
、
今

度
は
逆
に
四
人
の
独
唱
が
入
っ
て
交
替

し
、
ア
ダ
ー
ジ
ョ
で
、
ソ
プ
ラ
ノ
→
ア

ル
ト
・
テ
ノ
ー
ル
→
バ
リ
ト
ン
の
順
に
、

余
韻
を
持
た
せ
な
が
ら
静
ま
っ
て
い

く
。
こ
れ
以
降
独
唱
は
な
い
。

Prestissim
o

（
極
め
て
速
く
） 

ニ
長
調 

 "Seid um
schlungen, M

illionen!"

　

第
四
楽
章
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

で
、
最
も
テ
ン
ポ
が
速
い
。
４
小
節

間M
aestoso

と
な
り
、
シ
ラ
ー
の

歌
詞
と
し
て
冒
頭
に
出
た"Freude, 

schöner G
ötterfunken"

が

壮
大
に
歌
わ
れ
た
の
ち
、
再
び

Prestissim
o 

と
な
り
管
弦
楽
の
み
の

後
奏
で
曲
を
閉
じ
る
。

　
貧
し
い
者
さ
え
王
侯
の
兄
弟
に
な
る

　
柔
ら
か
な
翼
が
留
ま
る
所
で

一
人
の
友
が
さ
ら
に
友
人
と
な
る

　
こ
の
成
功
を
勝
ち
取
っ
た
者

　
優
し
い
妻
を
得
た
者
は

　
歓
喜
の
詩
に
声
を
合
わ
せ
よ
う
！

そ
う
だ
、
地
上
で一人
で
も

　

心
を
分
つ
魂
が
あ
れ
ば
歓
呼
し
よ
う

　
ま
た
、
ど
う
し
て
も

　
で
き
な
か
っ
た
者
は
、
こ
の
輪
か
ら

　
泣
い
て
立
ち
去
る
が
よ
い

神
が
創
っ
た
す
べ
て
の
も
の
は

　
創
造
主
の
乳
房
か
ら
歓
喜
を
飲
み

　
善
人
と
悪
人
は
す
べ
て

　
創
造
主
の
薔
薇
の
踏
み
跡
を
辿
る

接
吻
と
葡
萄
酒
と

　
そ
し
て
死
の
試
練
を
受
け
た
友
を

　
創
造
の
主
は
我
々
に
与
え
た

　
快
楽
は
弱
い
人
間
に
も
与
え
ら
れ

　
天
使
ケ
ル
ビ
ム
は
神
の
御
前
に
立
つ

天
の
星
が
天
空
を
飛
び
ゆ
く
よ
う
に

　
兄
弟
よ
、
楽
し
く
自
ら
の
道
を
進
め

英
雄
の
よ
う
に
勝
利
を
目
指
せ

　
抱
擁
を
受
け
よ
う
で
は
な
い
か

　
こ
の
口
づ
け
を
全
世
界
に
！

　
兄
弟
よ
、
星
空
の
上
に
は一人
の

　
父
な
る
神
が
住
む
に
違
い
な
い

諸
々
の
人
々
よ
、
跪

ひ
ざ
ま
ずこ

う
で
は
な
い
か

　
世
の
人
々
は
創
造
主
を
予
感
す
る

　
星
空
の
彼
方
に
神
を
求
め
よ
う

　
父
の
神
は
必
ず
や
天
に
住
み
た
も
う

シ
ラ
ー
は
、
詩
人
、
歴
史
学
者
、
劇
作
家
、

思
想
家
で
、
ゲ
ー
テ
と
並
ぶ
ド
イ
ツ
古
典
主

義
の
代
表
者
。
独
自
の
哲
学
と
美
学
に
裏
打

ち
さ
れ
た
理
想
主
義
、
英
雄
主
義
、
そ
し
て

自
由
を
求
め
る
不
屈
の
精
神
が
、
彼
の
作
品

の
根
底
に
流
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

Johann Christoph   
　Friedrich von    
　　Schiller

（1759 〜 1805）

　
Kyrie　
　Kyrie eleison.
　Christe eleison.
　Kyrie eleison.

キリエ（憐れみの賛歌）
　主よ、憐れみ賜え。
　キリスト、憐れみ賜え。
　主よ、憐れみ賜え。

Gloria
　Gloria in excelsis Deo,
　 et in terra pax hominibus
　 bonae voluntatis.
　Laudamus te, benedicimus te,
　 adoramus te, glorificamus te,
　Gratias agimus tibi
　 propter magnam gloriam tuam.

Domine Deus, Rex coelestis,
Deus Pater omnipotens.
Domine fili unigenite,
 Jesu Christe.
Domine Deus, agnus Dei,
　filius patris.
Qui tollis peccata mundi,
　 miserere nobis,
　 qui tollis peccata mundi,
　 suscipe deprecationem nostram,
　 qui sedes ad dexteram patris,
　 miserere nobis.
Quoniam tu solus sanctus,
　 tu solus dominus,
　 tu solus altissimus,
　 Jesu Christe,
　 cum Sancto Spiritu
　 in gloria Dei patris.
　 amen.

グロリア（栄光の賛歌）
 天のいと高きところには神に栄光、
 地には善意の人に
 平和あれ。
 われら主を誉め、主を讃え、
主をおがみ、主を崇め、
主の大いなる栄光のゆえに
感謝し奉る。
神なる主、天の王、
全能の父なる神よ。
主なる御一人子、
イエス･キリストよ。
神なる主、神の子羊、
父のみ子よ。
世の罪を除きたもう主よ、
われらをあわれみ賜え。
世の罪を除き賜う主よ、
われらの願いを聞きいれたまえ。
父の右に座し賜う主よ、　以下省略
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